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提案書書式 

  2024 年  7 月  18 日 

「アマチュア無線の魅力向上アイディア」提案書 

 

1. 提案者 ・氏名：喜多 收 

     ・年齢： 

      ・コールサイン：JJ5NJO 

・連絡先 住 所： 

           メール： 

・（グループの場合）代表者以外の構成員の氏名・年齢： 

 

2. 提案カテゴリー（ＡまたはＢを選択） 

Ａ 既に開局している若者や初心者にとっての魅力を一層高めるアイディア 

 

3. アイディア名： 「みんなで被災状況を伝えるコードを創ろう」 

 

4. アイディアの概要（200字以内）： 

アマチュア無線の重要な特徴である非常通信。CW,RTTY,PSK,JS8Call,VarAC 等すぐ

使える道具があります。これらの道具共通で使える文字で「医療機関被災状 況を伝

えるコード」を作成する「たたき台ツール」を作ってみました。皆で「たたき台」

批評検討して「被災状況を伝えるコードを常識化」する事で電波法上の制約 を乗り

越え、広域災害時にアマチュア無線を役立てよう。 

 

 

5. 詳細説明（図表を含めて４頁以内）： 

提案内容記載した資料を添付します。 

・今ある道具で共通に使える文字とは。 

・医療機関の被災状況を伝える具体例とは。  

・電波法上の制約条件とは。  

・たたき台ツールなどについて（Google へのリンク）  

・たたき台ツールの操作概要説明 など詳細記載しています。 

 

 

 

 

 

6. 参考情報（任意） 

 

 



アマチュア無線の魅力向上 提案

「 みんなで被災状況を伝えるコードを創ろう 」

2024年7月18日
JJ5NJO 喜多

(Webページ掲載用に 2025年4月28日 6ページに一部追記しました)
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１０、具体的なコードを作ると改善点、応用など沢山見えてきました。   １８ページ
１１、アマチュア無線の道具で「 共通に使える文字コード 」 １９ページ
１２、災害時には衛星通信利用で十分ではないか？ ２０ページ

参考 万一衛星通信が使えない事態」に備えている例 ２１～２３ページ
JS8Callについて



アマチュア無線局
(A)

アマチュア無線局
(B)

被災した状況を知らせたい。

１、CW,RTTY,PSK31,JS8Call,VarACなど「今すでにある道具」で伝える

広域災害発生時に 「被災地の情報を伝える」 ことを考える。

・避難者氏名を伝えるのは難しい。
（個人情報をアマチュア無線で伝える問題、アマチュア無線で日本語送信できるソフトウェアは限られる）

・せめて被災状況を伝えられないか。
・でも 「言葉で被災状況を伝えるのは非常に難しい」
（言葉で伝えるのは、何度も訓練して、ようやく誤解を減らして伝えられるようになる。と私は思う）

提案１ 「 みんなで一緒に 被災状況連絡コード を創り、利用できるようにしよう。 」

提案２ 「 学生さん達にも協力を仰ぎ、各地域毎の 被災状況連絡コード を創ろう。 」

2024年７月１８日
JJ5NJO

喜多

できるだけ簡単な「符号（コード）」で被災状況を伝えることを考えます。

しかし、「勝手にコード作っても、そのままではアマチュア無線では送信することは 「できない」 です。（注）」
なので、皆で作って一般常識にする必要があります。

（注）本資料５ページ参照
総務省 電波利用ホームページ 「暗語使用の禁止・通信に秘匿性を与える機能について」の「補足１」
https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/info/confidentiality/ 3

https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/info/confidentiality/
https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/info/confidentiality/


１.アマチュア無線で使える道具で「 共通に使える文字コード 」 を使う。
２.被災状況とは具体的には？何を伝えるのか。

１.→「英数字」、「アルファベット大文字」、記号５つ「 スペース ピリオド （ ） ？ 」
だけを使って表現してみます。
（各道具で使える文字コードは １９ページ参照）

２.→医療機関の被災状況をアマチュア無線で伝えることを想定してみます。
災害時に医療機関が利用する EMIS（注）情報を、インタネットなど利用できない状況で使われる 「代行入力依頼」
の内容 を アマチュア無線で伝える ことを想定してみます。

（現時点で「非常通信でEMIS情報伝送にアマチュア無線を利用する」というのは「私の勝手な案」であり公的機関の了承などは

得られていません。）

（注） EMISについては、15～１６ページ参照
参考：広域災害・救急医療情報システム(EMIS)について （厚生労働省 令和５年度第３回医療政策研修会 資料4）
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001193027.pdf 4

２、何をどうやって伝えるのか



https://www.tele.soumu.go.jp/j/others/amateur/info/confidentiality/
総務省 電波利用ホームページ 「暗語使用の禁止・通信に秘匿性を与える機能について」より引用

（補足１）
アマチュア局は、他者との通信を行うことを目的とするものですので、当該通信方式で通信をしたいすべての
アマチュア局が、その通信方式を使用することができるものである必要があります。このため通信方式は、ア
マチュア無線コミュニティで一般に知られている必要があり、一般社団法人日本アマチュア無線連盟（JARL）、
国際アマチュア無線連合（IARU）、アメリカ無線中継連盟（ARRL）などの各国のアマチュア無線家団体の
ホームページ等（当該通信方式の開発者等のホームページへのリンクを含む。）において、文書等によって公
表され、アマチュア局免許人が容易に知ることができるものである必要があります。

３、「勝手にコード作っても、そのままではアマチュア無線では送信することは 「できない」 です。」 について

本資料で検討したコードは、以下の補足１の条件を満たしていないので実際に送信することは（まだまだ）できません。
なので、提案は 「 みんなで一緒に 被災状況連絡コード を創って利用できるようにしよう 」 です。

（一般に知られていない符号≒暗語なので、現状では暗語や暗号を使って通信実験するには「実験試験局、特定実験試験局」の開設申請するしかない、と思います。）
（アマチュア無線局は電波法上の「実験試験局（特定実験試験局）」とは異る）
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４、 「たたき台ツール」 をGoogleスプレッドシートで作ってみました。

私が（ほとんど使って無かった）Googleスプレッドシートをいろいろ検索しながら作ってみたものです。
なのでたぶん（必ず）バグがあります。ご容赦ください。
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20240717 たたき台ツール 被災状況符号化 送信用： 被災状況を符号化するためのツールです。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1VS9qPXc7SdtN0_Kfng4roIgqcpjRUpJmtnLdi3RTKi8/edit?usp=sharing

20240717 たたき台ツール 被災状況 受信復号用： 受信した符号を復号するツールです。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PlXbwy63q34HYlAn09VaU1yFuzJEwgaYJhySGoFQnL4/edit?usp=sharing

20240718 たたき台ツール 操作概要説明： ツールの操作説明です。概要のみです。

https://drive.google.com/file/d/1JIyGp0GcFgk7UNfHnXCWMcihmxYWmqPk/view?usp=sharing

20240814作成途中 JJ5NJO作成 ハッシュ関数利用した発信者確認 案： 発信者確認する案です。

https://drive.google.com/file/d/1W0wYK2SZdiGsCm8ruZ1kF0B-0RB87ltl/view?usp=sharing

2025年4月28日
追記

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1VS9qPXc7SdtN0_Kfng4roIgqcpjRUpJmtnLdi3RTKi8/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PlXbwy63q34HYlAn09VaU1yFuzJEwgaYJhySGoFQnL4/edit?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1JIyGp0GcFgk7UNfHnXCWMcihmxYWmqPk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1W0wYK2SZdiGsCm8ruZ1kF0B-0RB87ltl/view?usp=sharing


５、 被災状況をコードで伝える

下記引用記事の 志津川病院（現在は南三陸病院） の被災状況をコード化してみます。（たたき台ツール利用し、緊急時報告用のコード利用）
(EFGH01) B V01 SIMP  404090031 202407150558  ( E8 8D 89 E8 96 99 E7 B4 A0 E5 AD 90).B EQ  ( E5 B8 B8 E5 AE 88 E6 9C B1).C  (HM CC22 9513) FL.

(EFGH02) U6.RED.ALRT H3 H4 H5 (HM 1A31 7BF4) FL.

(EFGH03) FR3 FL6 FL8 FL9 PW10 (HM 0220 8751) FL.

(EFGH04) WT10 MG10 MS2 PF2 HS10 (HM 49FC 30C2) FL.

(EFGH05) SH10 (HM ABB4 5570) ED.

これであれば、「アマチュア無線で送れそうだ」と思って頂けるのではないでしょうか。 受信側でコードを復号化した場合を次ページに示します。

https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/select-news/20210308_01.html
ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢ より災害列島命を守る情報サイト 特集記事 相次ぐ災害 教訓を忘れないために 一覧
「ごめんなさい 救助のヘリでなくてごめんなさい」 から引用
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コードを復号化してみます。 
(EFGH01) B V01 SIMP  404090031 202407150558  ( E8 8D 89 E8 96 99 E7 B4 A0 E5 AD 90).B EQ  ( E5 B8 B8 E5 AE 88 E6 9C B1).C  (HM CC22 9513) FL.

(EFGH02) U6.RED.ALRT H3 H4 H5 (HM 1A31 7BF4) FL.

(EFGH03) FR3 FL6 FL8 FL9 PW10 (HM 0220 8751) FL.

(EFGH04) WT10 MG10 MS2 PF2 HS10 (HM 49FC 30C2) FL.

(EFGH05) SH10 (HM ABB4 5570) ED.

「たたき台ツール」利用して７ページのコードを復号化すると以下の通りとなります。
注意： 別ページには詳細報告用のコードで細かい状況を伝える例を示します。その場合コードの量も増えます。

この被害状況は写真からの想定です。当時の志津川病院の被害状況などが不明なので、私の勝手な想定です。医療機関コード（オープンデータ）は南三陸病院のものです。日付は現在です。
観測者名、通報者名はアニメの登場人物名です。漢字をURLエンコードした結果出てくる％をスペースに変換して送ります。受信側ではスペースを％に置き換えてURLデコードします。
これであればCWでも漢字を送れるのではないか、と思っています。（データ量は凄く増えます）
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メッセージの分割
簡単に、とは言っても 「できるだけ詳細に状況を伝えよう」 とすると長いメッセージとなります。
無線で長いメッセージのまま送ると、エラーとなった場合に「全体を再送するのは大変」、「再送必要な部分を確認するのも大変」です。
なので7ページのコードのように 複数の短いメッセージに分割 して送ります。 再送は、該当する短いメッセージだけにします。

しかし、メッセージには 「何の報告か、日時、報告者は誰か」 などの 「メッセージ全体に関わる情報」 が含まれます。
分割したメッセージに 「全体の一部分であること」 を示す「あだ名」を付けます。 (MQTTのTopicAlias（注）の考え方をマネています)

「あだ名」を使うことで、 分割しても 「メッセージ全体に関わる情報」 を何度も送らずに済むようにします。

（注）あだ名を使って2回目以降のデータ量を削減する、というMQTTのTopic Aliasを参考にしました。 ただし、「Alias（あだ名）を利用する」考え方を参考にしているだけで、
MQTT本来のプロトコルなどは無視していますので同じ機能ではありません。（MQTT=Message Queuing Telemetry Transport. Topic Alias＝トピック名を省略して

パケットサイズを削減して２回目以降の通信量に削減効果を発揮する、という機能。)
（CQ出版社 Interface誌2022年11月号別冊付録 『保存版IoTの新定番プロトコルMQTTリファレンスブック』 37～３８ページ）

報告種別、日時、報告者等 病棟の被災状況 電力、水、食料関係 医療用ガス状況、患者数、燃料残量など

報告種別、日時、報告者等

病棟の被災状況

電力、水、食料関係

医療用ガス状況、患者数、燃料残量など

あだ名＋連番1

あだ名＋連番2

あだ名＋連番3

あだ名＋連番N

送りたいメッセージ： 一つの医療機関について、ある日時に観測した被災状況のまとめ

分割後の送りたいメッセージ：
一つの医療機関について、
ある日時に観測した被災状況
のまとめ（実際は文字数カウン
トして分割）
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(JKLM01) B V01 DETL  404090031 202407152236  ( E8 8D 89 E8 96 99 E7 B4 A0 E5 AD 90).B 202407161513  ( E5 B8 B8 E5 AE 88 E6 9C B1).C  (HM 6A70 24CF) FL.

(JKLM02) U6.RED.ALRT (HM A7FD C236) FL.

(JKLM03) WAD.01.FB1.F3( H3 FR1 FL9 WT7 PW11 MG4 WD7 WG2) WAD.02.FB1.F3( H2 FR1 FL9 WT7 PW11 MG7 BL0 EV1) (HM E9A0 6862) FL.

(JKLM04) PW10 PW11 PG5.3.4T.R3( GS17 GS6 GS21 GS27 GS24 HF10 PDS6 PDS3) (HM 4AF2 6A85) FL.

(JKLM05) PG3.1.0T.R2( GS1 GS2 HF9) PG3.2.6T.R2( GS1 GS1 HF9) WT6.R3.R4 (HM D2F6 947F) FL.

(JKLM06) WTB6.R4.R5 WD6.R2.R3 WP10 WTRK MG7 MGR1.R3.R4 MGR2.R2.R2 MGR3.R2.R3 (HM 736E A0D2) FL.

(JKLM07) MGR4.R4.R5 MGR5.R2.R3 MGS3 MGP6 MGP7 FD4 FD5 FDS0.N100.R4 FDS1.N10.R3 (HM 971E 770B) FL.

(JKLM08) FDS2.N20.R4 FDS3.N50.R4 FDS4.N10.R3 FDS5.N5.R2 FDS6.N5.R3 FDR1.N10.R7 (HM 8406 9A4C) FL.

(JKLM09) FDR2.N10.R7 FDR3.N150.R7 FDR4.N10.R7 FDR5.N5.R7 FDR6.N5.R7 FDA3.N5.R7 (HM 9337 6EA2) FL.

(JKLM10) FDA4.N5.R7 MS9 MS10 MSR.A6.H10.D7 MSR.A7.H10.D7 MSR.A8.H10.D7 (HM 9D3A F7D5) FL.

(JKLM11) MSR.A9.H10.D7 MSR.A12.H10.D7 MSR.A13.H10.D7 OTL0 OTL1 OTL2 OTL3 (HM 44E0 DCED) FL.

(JKLM12) OTL4 OTL5 OTL6 OTL7 OTL8 OTL9 OTL10 OTL12 OTL13.N15.M50 OTL14 (HM 0D51 802D) FL.

(JKLM13) OTL15 OTL16 PF1.EQ PF9.EQ.N15.M20 PF11.EQ PN0.EQ.B211 PN1.EQ.S12 (HM CF2B B96C) FL.

(JKLM14) PN2.EQ.M22 PN3.EQ.M04 PN4.EQ.M12 PN5.EQ TG1.202407152236.R03 (HM 2F11 84FA) FL.

(JKLM15) TG2.202407152236.Y10 TG3.202407152236.G132 TG4.202407152236.B00 (HM F17E BB2B) FL.

(JKLM16) TG5.202407152236 SH10 PT1.202407152236.C25 PT2.202407152236.M24 (HM FF96 167D) FL.

(JKLM17) PT3.202407152236.R15 PT4.202407152236.X17 PT5.202407152236.S15 (HM 0EDB B380) FL.

(JKLM18) PT6.202407152236.E11 PA1.202407152236.C00 PA2.202407152236.M00 (HM EEA9 5DC2) FL.

(JKLM19) PA3.202407152236.R00 PA4.202407152236.X00 PA5.202407152236.S00 (HM F756 8032) FL.

(JKLM20) PA6.202407152236.E00 DLM6.EQ.W2.N8 DLM7.EQ.W2.N8 DLM10.EQ DLM13.EQ.A00 (HM B10B 21AB) FL.

(JKLM21) DLM14.EQ.R113 DC1.EQ.H34 DC2.EQ.A34 DC3.EQ.D00 DC4.EQ.H82 DC5.EQ.A00 (HM CBC1 5F41) FL.

(JKLM22) DC6.EQ.D22 (HM F386 F578) ED.

具体的なコードを作ると応用や注意点も見えてきます。
１）医療機関コードをJCC番号にして地域用被災状況連絡に使う？
２）医療機関コードを学校や避難所のコードに換えて状況連絡に使う？
３）簡易デジタル無線で伝える地域の被災状況をアマチュア無線で遠方に
中継する際に「符号の作り直し」など不要にするべき。

等々

改善点も沢山見えてきます。
①同種コードは纏めて符号量削る
例OTL1 OTL2 ,,OTL12 → OTL(0.1.3.,,,12)

②TGやPTに続く観測時間を纏める
例複数のTG→TG(202407152236 1R03 2Y10 3G132,,,5SH10)

③あだ名は２文字か３文字でもよいのではないか。
等々

７ページ引用記事の病院被災状況について「たたき台ツール」で 「詳細」に報告するコードを作ると以下のようになります。
（なお、詳細な被災状況は私の想定です。）大量にありますが 「PC利用するデジタルモードであればアマチュア無線で送受信できそうだ」 と思って頂けるのではないでしょうか。
これらのコードを復号すると次ページのようになります。

(JKLM01) B V01 DETL  404090031 202407152236 ( E8 8D 89 E8 96 99 E7 B4 A0 E5 AD 90).B 202407161513 ( E5 B8 B8 E5 AE 88 E6 9C B1).C  (HM 6A70 24CF) FL.
あだ名 シーケンス番号 医療機関コード 観測日時 観測者 （）内は「草薙素子」をURLエンコードし％→スペース変換 Bは属性 通報日時 通報者名 常守朱 Cは属性 ハッシュ値情報

(JKLM03) WAD.01.FB1.F3( H3 FR1 FL9 WT7 PW11 MG4 WD7 WG2) WAD.02.FB1.F3( H2 FR1 FL9 WT7 PW11 MG7 BL0 EV1) (HM E9A0 6862) FL.
病棟コード、フロア数 （）内は病棟の状態を示す。

(JKLM04) PW10 PW11 PG5.3.4T.R3( GS17 GS6 GS21 GS27 GS24 HF10 PDS6 PDS3) (HM 4AF2 6A85) FL.
発電機種類、燃料種類、燃料残 カッコ内は発電機状態

各符号の意味（一部）を以下に示します。 「たたき台ツール」操作概要説明 資料を参照願います。
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被災状況を「詳細」報告するコードを作る



前ページの「詳細報告」復号化する
とこのようになります。
（なお、詳細な被災状況は私の想定です。）

「PC利用するデジタルモードであれば
アマチュア無線で送受信できそうだ」

と思って頂けるのではないでしょうか。
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ダミーロード使って自宅内試験
現状のコードは送信完了までに 「ものすごく時間が掛かります」 。 なのでコードの改良（データ量の削減）が必要な状況です。
以下は、私の自宅内でダミーロード使って試した結果です。アンテナは接続していません。
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10ページ「詳細」報告のコードを送った場合 （JS8Callについては本資料最終頁参照）
・JS8Callのノーマルモード：56分30秒（めっちゃ遅っ!! ） コードの改善必要！検討開始。

JS8CallのFASTモード：36分40秒（遅い!! ）
JS8CallのTURBOモード：22分（あぁ遅いー！ ）

ただし、ノーマルモードは凄く遅いけれど、低出力で「すごい遠方」に届く。近距離で使うな
らFAST、TURBOモード利用もありか。送信中は操作者は見ているだけなので次の準備作業
などができる、と開き直る（？）。
・RTTY(45.45) 12:07:50～12:15:42  約８分
・BPSK(62.5) 13:06:53～13:12:06 約５分
RTTYやPSKは速いけれど、遠地に届けるにはパワーが必要と思う。長時間送信なので無線
機の負荷や電源（被災地ではバッテリー容量）が心配。
・RTTY、BPSK、QPSKは、無線機TS-890内蔵のデコード機能で問題なくデコードできました。



６、どの区間で「アマチュア無線によるデータ通信」に使うことを考えているのか

（１）医療従事者自身がアマチュア無線家の場合

「EMIS情報の伝達」を考えた場合、もっとも効率が良いのは、「送受信とも医療関係者がアマチュア無線家であった」場合だと考えます。この場合は情報が生まれるところ（被
災地病院）から、EMISサーバに登録されるところまで、「医療関係者であるアマチュア無線家」による作業となります。（訓練が必要となるのは一般のアマチュア無線家と同じ）
（※印の変換部分が今回のコードの提案 ）

無線区間

無線機オペレータが操作＝医療従事者（例え
ばSCUのDMAT隊員など）がアマチュア無線資
格保持者と想定。

被災地の無線機オペレータが操作＝医療従事者（例え
ば、被災地病院所属のDMAT隊員など）がアマチュア
無線資格保持者と想定。

アマチュア無線機
＋PC（ソフト等）

アマチュア無線機
＋PC（ソフト等）

支援拠点
（被災地以外） 被災地

インタネット
経由

被災地
病院

伝送用にEMIS

情報などを符号
化（※）

受信した内容を復号
（※）して、Webサイト
(＝EMISサーバ）に

手作業で「代行入
力」実施

被災状況

EMIS

サーバ

手入力となるのは、現在の
FAX利用した代行入力依
頼も同じ

アマチュア無線機
＋PC（ソフトなど）

被災地などの中継局
（医療関係者以外のアマチュア無線家）

直接

中継

アマチュア無線によるEMIS情報伝送

課題
①送受信双方で「EMIS情報をデータ通信用のコードに変換する方法」が統一
されている必要がある。
②送受信双方のオペレータが、通信ソフトで EMIS情報伝送訓練実施して操
作習熟しておく必要がある。
③医療関係者やDMAT隊員内でこの変換方法が広く周知され、認識されてい
ないと運用は難しい。（なお厚生労働省やDMATなどの理解が得られるかど
うかは未知数です。）

用語について
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（２）アマチュア無線家が情報伝送を仲介する
実際に使われる可能性が高いのは、「送受信はアマチュア無線家が実施」し、「医療従事者等からEMIS情報の伝送を依頼される」状況だと考えます。この場合は「EMIS情報と伝
送するためのコードを変換する作業」を行う、という問題があります。一般のアマチュア無線家が行う場合、EMIS情報を「変換する作業過程」で誤りが入る可能性はあります。
しかし被災地で他に伝達方法が無いという状況で、EMIS情報をそのまま「音声」で伝送する場合に比べると、「今回検討のような変換ツールを使えば、誤りが起きる頻度」は少
ないのではないか、と想像しています。実際に誤りがどれだけ起きるのか、については多くの参加者を募って、訓練してみる必要があります。
（ここで「一般の」とは、アマチュア無線家自身が医療関係者ではない、という意味です）

（※印の変換部分が今回のコードの提案）

無線区間

医療従事者（例えばSCUの
DMAT隊員など）がEMIS情
報を代行入力実施。

被災地の無線機オペレータ
＝一般のアマチュア無線家が操作

アマチュア無
線機＋PC

（ソフト）

アマチュア無線機
＋PC（ソフト）

被災地以外 被災地
インタ
ネット
経由

被災地
病院

伝送用にEMIS

情報などを符号
化（※）

Webサイト
(＝EMIS

サーバ）に手
作業で「代行
入力」実施

被災状況

EMIS

サーバ

手入力となるのは、
現在のFAX利用し

た代行入力依頼も
同じ

アマチュア無線機
＋PC（ソフト）

被災地などの中継局で自動中継
（アマチュア無線家）

直接

中継

アマチュア無線によるEMIS情報伝送

課題
①アマチュア無線家の送受信双方で「EMIS情報をデータ通信用のコードに変換する方法」が統一されている必要がある。
（この場合では「変換する方法」はアマチュア無線家間だけで統一されていればよい、と考えています）
②送受信双方のアマチュア無線家がソフト利用でのEMIS情報伝送訓練により操作習熟が必要。
③平常時には、アマチュア無線家と地元医療関係者やDMAT関係者との間で頻繁に訓練実施することで、顔の見える関係を作っておく必
要がある。（災害時に急に連絡しても疑われるだけで理解されない可能性がある）

被災地の無線機オペレータ
＝一般のアマチュア無線家が操作

受信した情報を、EMIS情報に変換して医療従事
者（例えばSCUのDMAT隊員）に伝える。

受信した内
容をEMIS

情報に復号
化（※）

（ どの区間で「アマチュア無線によるデータ通信」に使うことを考えているのか ）つづき
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https://www.wds.emis.go.jp/topcontents/W01F14P.pdf

７、EMIS：広域災害救急医療情報システム とは

注意：
現時点で「非常通信でEMIS情報伝送にアマチュア無線を

利用する」というのは「私の勝手な案」であり公的機関の
了承などは得られていません。
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８、EMIS 代行入力依頼とは （通常はインタネット利用してEMIS情報を登録しますが、インタネットが利用できない状況では以下のような情報を（何らかの方法で）他の病院に伝えて代わりに

入力してもらう、ということのようです）

https://www.pref.chiba.lg.jp/iryou/taiseiseibi/documents/emismanual.pdf
EMIS（イーミス）活用マニュアル 2018年(平成30年)7月 千葉県健康福祉部 (同マニュアル6ページから抜粋）

「 医療機関等が、災害により大きな被害を受け、ＥＭＩＳを使って被害状況の入力や支援要請等を行うことが困難な場合、情報入力が可能な者が積極的に代行入力を行うこととします。代行入力は被害状況を把握し機関コード
を持っている機関（市町村、健康福祉センター（保健所）、消防機関など）が迅速に行うこととし、被害状況（概要）の共有化を最優先することとします。 」

16
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(1) 「携帯やインタネットなどが使えない被災地」から、医療機関の被災状況をアマチュア無線で伝えることを想定しています。

(2) 被災状況は１度送って終わりでなく、毎日複数回（病院の数だけ、情報が更新されるたび、 余震が襲う度に）送ることになる、と考えます。

「被災状況を伝えるコード」利用でないと疲れ果て、間違いも増えるのではないか、と考えています。

(３)対象としている被災状況は私の勝手な想定です。コードの割り当ても私のテキトーな割り当てです。 イメージはマイコンの「アセンブラ言語」です。昔は8ビット

マイコンの機械語を何も観ずに詠唱できる人も居たようですが、今回は16ビットのフラグレジスタのように各ビットに意味を持たせるような方法は避けました。

それは、「最悪の状態では被災地で紙の資料を見ながらコードを作る」ことを想定したからです。 ですが、JS8Callでこれほど伝送時間が遅くなると、ビット毎に

意味を割当てた別Ｖｅｒを考える必要がありそうです。

（４）「たたき台ツール」 はあくまでも「思索・試行」用です。たたき台なので 「こんなもの全くダメだ」 「ダメな例」 として記録に残れば十分有益だと思いますし、

「もっと良いツールのイメージを掴むキッカケ」 になれば良いと思っています。 「被災状況をアマチュア無線でも十分に伝えることができる」 を より多くの

（未来の）アマチュア無線家に知って頂き、イメージして頂けると有難いです。

（５）今回のツールは思索・試行用でGoogleスプレッドシートを使っています。もちろん、被災地ではインタネットは使えないので、実際に災害対応するには別途

スタンドアローンPCで使えるソフトなど、別のツールを考える必要があります。 が、そのまえに 「被災状況のコード化は便利なのか」 を体感して

もらう必要がありますので、簡単に触れるスプレッドシートを使っています。（メニューから選択するだけでコードができる利便性を確認してもらう）

（６）利用しているコードは、英数字、アルファベット大文字、記号「 スペース ピリオド （ ） ？ 」５つだけです。 制約条件ではありますが

CW,RTTY,PSK,JS8Call,VarACなどフリーテキストを送受信できるツールが活用できます。（JS8Callについては本資料の最終頁参照）

（７）伝えたい「被災状況のコード種類」については、本資料作成者の私が勝手に想定したものも含まれますが、まだまだ足りません。

内容の重複、不足、地域搬送や広域搬送の調整方法の検討、新生児医療関係の情報追加、医療器材の補充要望方法、医療機械の状況連絡方法、、、等々。

けれども、「被災状況で伝えるべき内容は無限？、ということでは無さそうだ」 と私は思っています。

（８）参考になるのか？と思い 基盤的防災情報流通ネットワークSIP4D（Shared Information Platform for Disaster Management）の 「災害情報共有の

ための共通データフレームワーク SIP4D-ZIP」資料を購入し 「表 12－有床病院（点）データの属性仕様」 JSA-S1016：2023の 31ページも見てみました。

が、現状FAXで送ることになっている EMIS代行入力依頼書 にある内容に近いように（私は）思いますので、 「たたき台ツール」では私が「伝えたい被災状況」

について勝手に想像して創っています。
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９、「被災状況を伝えるコード」の検討に際して私が考えたこと



１０、具体的なコードを作ると改善点、応用など沢山見えてきました。

改善点
①似たようなコードは纏めて符号量削る 例OTL1 OTL2 、、OTL12 → OTL(0.1.3. 、、 .12)

②TGやPTに続く観測時間を纏める 例複数あるTG→TG(202407152236 1R03 2Y10 3G132,,,5SH10)

③あだ名は２文字か３文字でもよいのではないか。
④マイコンの機械語（フラグレジスタなど）に似たイメージでHEX表現に押し込み、情報を圧縮。
（ただし、これは人間が資料見ながら符号を作る、という作業は非常に難しくなる）
例 OTL1 OTL2 、、OTL12 → 16bitの各ビットに「ＯＴＬ１～１２」を割り当て、hex表現4桁で伝える。

等など

将来性（アマチュア無線に限らない将来）

１）医療機関コードをJCC番号など地域名等を示すコードに換えて「地域の被災状況を伝える」ことに応用。
２）医療機関だけでなく、インフラ、官公庁、避難所、学校などの被災状況伝達への応用
３）デジタル簡易無線など利用して伝えた 「地域の被災状況」 を再度、アマチュア無線で遠方に中継する際に

「符号の作り直し」など不要にするための「コードの共用」の検討。
等など

以下は、私の勝手な想像です。実現可否や有効性など未検証です。
Ａ） ＬｏＲａＷＡＮなど利用して地域内の被災状況、医療機関や避難所の被災状況コードを中心拠点に集約する際に

帯域節約できるのでは？ （遠距離伝送は地域毎の中心拠点からアマチュア無線利用して他県などへ伝送）
Ｂ） 既存の衛星通信使用する帯域節約（？）に被災状況コードは有効では？

（TCP利用からUDP（FEC併用）利用に変更して帯域節約（≒Ｗｅｂ３？））

Ｃ） ＬｏＲａ衛星経由の被災状況伝達や、将来日本でもiPhone単体で直接衛星通信できるようになった場合
に被災状況伝達を効率化できるのではないか（？）
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ご注意

★印の数など表内の比較は、
本資料作成者の私の勝手な
印象です。他の方は違う印
象となると思います。

無線機単独でのRTTY PSK

利用は送信時の編集、ログ
記録などの作業が大変です。
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１１、アマチュア無線の道具で「 共通に使える文字コード 」



１２、災害時には衛星通信利用で十分ではないか？

災害時において通信の第一優先は「衛星通信」です。
（アマチュア無線があるから衛星通信不要などという判断は絶対にしない）

それでも、万一のことを考えて
「アマチュア無線も使えるようにしておくべきだ」

と思います。
次ページは「万一の衛星通信が使えない事態」に備えている例です。
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https://www.c7f.navy.mil/Media/News/Display/Article/1269736/ctf-75-successfully-tests-hf-to-reach-us-mainland/

より引用
米軍は衛星通信などが利用できない事態
に備えて訓練しています。（その１）
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https://www.c7f.navy.mil/Media/News/Display/Article/1269736/ctf-75-successfully-tests-hf-to-reach-us-mainland/

前ページの翻訳です。
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YOUTUBEより
Don Wilbanksさんのチャンネル Amateur Radio Newsline headlines for Ham Nation. May 25,2022. 動画から引用

https://www.youtube.com/watch?v=cJvYVGoDA3Y&list=PLMgC80juOS6ZRGHIKCZN2W7emBX4VQupQ&index=2

この動画内 ０：２７ から
アマチュア無線ニュースライン
ケビン・トロットマン N5PREさんのニュースで

「HFカムバック
米国国防情報システム局は、海底ケーブルと
衛星通信のいずれかが中断した場合の信頼できる
バックアップとしてHFに注目している。」

が紹介されています。詳細は動画をご覧ください。

米軍は衛星通信などが利用できない事態
に備えて訓練しています。（その２）
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提案はここまでです。

参考
2023年ハムフェアで配布した
JS8Call紹介リーフレットです。
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